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巻頭要約　2013 年のオートキャンプ概況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　（Ｐ６参照）

2013 年は、春の後半から秋の前半にかけて高温傾向が続き、日本海側では記録的な豪雨に見

舞われた地域もあったが、東日本や西日本では晴れた日が多く降水量も少なかったなど、比較

的好天に恵まれた年となった。また、アウトドアレジャーがマスコミなどで多く取りあげられた。

その結果、アウトドア志向が一層の高まりを見せ、20 代の若者から 30 代のファミリー層を中

心として多くの新規参入があった年となった。

｢オートキャンプ人口｣（1 年間に 1 回以上キャンプをした人数）は、統計をとりはじめた

1984 年の 400 万人から、アウトドアブームの 96 年には 1,580 万人のピークを迎え、05 年を

境に横ばいに転じていた。その後、10 年からの３年間は 720 万人で推移していたが、13 年は

４年振りに 750 万人と僅かではあるが増加傾向となった。（Ｐ６）

その大きな要因は新規キャンパーの参入にあり、キャンプ経験１年が 22.6％と 12 年の

20.4％を上回ったことにも表れており、「キャンプ経験」の「平均年数」も 13 年は 6.7 年と

12 年の 7.1 年より 0.4 年短くなっている。（Ｐ８）

13 年のキャンパー平均年齢は、団塊ジュニア世代に当たる 41.5 歳で、こうした人口ボリュー

ムの大きな世代がファミリー世代となっていることもキャンプ人口増の背景となっていると考

えられる。
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巻頭要約　2013 年のオートキャンプ概況

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （Ｐ６参照）

13 年のキャンパーの平均年齢は 41.5 歳であり、12 年の 40.7 歳から 0.8 歳上がっている。

この 10 年間のキャンパーの平均年齢を見ていくと、03 年の 38.7 歳から上昇傾向にあることが

わかる。

年齢の分布では 30 代、40 代の子育て世代が前年比で減となっているのに対し、20 代 6.8％（12

年 4.1％）、50 代 9.5％（12 年 7.0％）と 20 代やシニア層がいずれも前年比で増となっている。

キャンプ場の利用者は、テントやキャンピングカーの「テントサイト利用者」とキャンプ場

内にあるコテージやキャビンなどを利用する「建物利用者」に分けられる。今回、利用する施

設の違いにより、キャンプ経験や利用回数の違いを見るため、利用者をこの 2 つに分けて分析

した。

キ ャ ン パ ー の 自 宅 か ら 利 用 し た キ ャ ン プ 場 ま で の 距 離 を 調 査 し た と こ ろ、「50㎞ 圏 内」

26.5 ％、「100 ㎞ 圏 内 」24.1 ％ と 合 わ せ て ５ 割 を 超 え る 人 が 自 宅 か ら 100 ㎞ 圏 内 で キ ャ

ン プ を 楽 し ん で い る こ と が わ か っ た。 そ の 他 「150 ㎞ 圏 内 」 は 17.2 ％、「200 ㎞ 圏 内 」

10.4％、「201㎞以上」17.7％となっている。

同じキャンプ場に何回訪れるかという「リピート率」（全体平均 3.0 回）は、「テントサイト」3.9

回に対して、「建物」2.6 回となっており、年齢層やキャンプの経験年数においても違いがある

ことが分かった。

 

オートキャンプ活動の実態

20 代とシニア層が増

 

 

38.3 

39.3 

38.7 38.6 

39.4 

39.2 

40.0 

40.4 

40.0 40.0 

40.9 

40.7 

41.5 

36

37

38

39

40

41

42

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13

キャンパーの平均年齢の推移
（歳）

（年）

 

オートキャンプ活動の実態：20代とシニア層が増 

 

13年のキャンパーの平均年齢は41.5歳であり、12年の40.7歳から0.8歳上がっている。この

10年間のキャンパーの平均年齢を見ていくと、03年の38.7歳から上昇傾向にあることがわか

る。 

年齢の分布では30代、40代の子育て世代が前年比で減となっているのに対し、20代6.8％（

12年4.1％）、50代9.5％（12年7.0％）と20代やシニア層がいずれも前年比で増となっている

。 

キャンプ場の利用者は、テントやキャンピングカーの「テントサイト利用者」とキャンプ

場内にあるコテージやキャビンなどを利用する「建物利用者」に分けられる。今回、利用す

る施設の違いにより、キャンプ経験や利用回数の違いを見るため、利用者をこの2つに分けて

分析した。 

同じキャンプ場に何回訪れるかという「リピート率」（全体平均3.0回）は、「テントサイ

ト」3.9回に対して、「建物」2.6回となっており、年齢層やキャンプの経験年数においても

違いがあることが分かった。（Ｐ１２） 

 キャンパーの自宅から利用したキャンプ場までの距離を調査したところ、「50㎞圏内」2

6.5％、「100㎞圏内」24.1％と合わせて５割を超える人が自宅から100㎞圏内でキャンプを楽

しんでいることがわかった。その他「150㎞圏内」は17.2％、「200㎞圏内」10.4％、「201

㎞以上」17.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

キャンパーの平均年齢の推移

01　　02　　03　　04　　05　　06　　07　　08　　09　　10　　11　　12　　13　（年）

(歳）

42

41

40

39

38

37

36



巻頭要約　2013 年のオートキャンプ概況

巻
頭
要
約

3

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｐ 60 参照）

13 年のキャンプ場の「平均稼働率」は 11.1％と 12 年の 10.8％を上回り、東日本大震災で

落ち込んだ 11 年から徐々に回復し、震災前の 10.9％を超えて全国的に好調さを見せている。

地域別では北海道 14.4％、関東 11.6％、中国・四国 8.9％、九州・沖縄 7.4％と、東北、東海、

近畿を除く地域では、この３年で最も高い数値となっている。（Ｐ61）

利用状況では、利用者が「増えた」が 42.0％（12 年 42.8％）で前年より 0.8 ポイント減少

したものの「減った」も 18.8％（12 年 19.4％）から 0.6 ポイント減少し、その差となるＤＩ

値は 23.2 で 0.8 ポイント増となり、全体的に利用者増の傾向となっている。

利用状況と同じように「オートキャンプの将来性」も、「拡大発展すると思う」18.2％（12

年 17.1％）で 1.1 ポイント上昇し、「発展は期待薄」は 12.4％（12 年 15.6％）で 2.8 ポイン

トと減少しており期待は高まっている。

13 年のキャンパーの特徴で一番多かったのが「グループ利用が増えた」の 29.3％で、２位「デ

イキャンプが増えた」20.4％、３位「シニアの利用者が増えた」18.2％、４位「女性グループ

の利用が増えた」15.9％、５位「手ぶらキャンプの利用が増えた」15.6％、６位「３世代キャ

ンパーが増えた」13.7％、７位「外国人の利用が増えた」10.2％となっている。近年注目され

ている女子グループによる「女子キャンプ」の他、「外国人の利用が増えた」など新しい動きが

注目される。（Ｐ75）
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2013年のオートキャンプ場の実態：稼働率の上昇率が約１割伸びる （Ｐ６０） 

 

13年のキャンプ場の「平均稼働率」は11.1％と12年の10.8％を上回り、東日本大震災で落

ち込んだ11年から徐々に回復し、震災前の10.9％を超えて全国的に好調さを見せている。 

地域別では北海道14.4％、関東11.6％、中国・四国8.9％、九州・沖縄7.4％と、東北、東

海、近畿を除く地域では、この３年で最も高い数値となっている。（Ｐ６１） 

利用状況では、利用者が「増えた」が42.0％（12年42.8％）で前年より0.8ポイント減少し

たものの「減った」も18.8％（12年19.4％）から0.6ポイント減少し、その差となるＤＩ値は

23.2で0.8ポイント増となり、全体的に利用者増の傾向となっている。 

利用状況と同じように「オートキャンプの将来性」も、「拡大発展すると思う」18.2％（1

2年17.1％）で1.1ポイント上昇し、「発展は期待薄」は12.4％（12年15.6％）で2.8ポイント

と減少しており期待は高まっている。 

13年のキャンパーの特長で一番多かったのが「グループ利用が増えた」の29.3％で、２位

「デイキャンプが増えた」20.4％、３位「シニアの利用者が増えた」18.2％、４位「女性グ

ループの利用が増えた」15.9％、５位「手ぶらキャンプの利用が増えた」15.6％、６位「３

世代キャンパーが増えた」13.7％、７位「外国人の利用が増えた」10.2％となっている。近

年注目されている女子グループによる「女子キャンプ」の他、「外国人の利用が増えた」な

ど新しい動きが注目される。（Ｐ７５） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平均稼働率

2013 年のオートキャンプ場の実態

稼働率の上昇率が約１割伸びる
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｐ 77参照）  

キャンプ用品の輸入金額は、テント 49 億 1,000 万円（12 年 41 億 8,000 万円）で、前年

比 17.5％増、シュラフ 24 億 8,000 万円（24 億 4,600 万円 1.4％増）、タープ 50 億円（12 年

41 億 8,000 万円 16.4％増）といずれも輸入金額が３年連続の上昇となっており、特にタープ

は過去最高の金額を記録した。

しかしながら、この背景には材料費の高騰や円安などがあると見られ、テントでは重量が 9,289t

と 0.5％減、シュラフは個数で 139 万 1,000 個と 12 年から 13.1％減となっている。一方、ター

プは 5,792t と金額、数量ともに前年を上回っている。タープはキャンプの製品として使われるほ

か、サンシェードとして、ピクニックや海水浴など、より身近なアウトドアレジャーで活用が広がっ

ており、タープの輸入増はアウトドアレジャーの拡がりによるものと考えられる。（Ｐ78）

こうしたアウトドアレジャーの拡がりから、キャンプ用品の市場規模（登山用品・ウェア・

シューズを除く）499 億円（12 年 471 億円）も３年連続で上昇傾向に推移し、前年比 6.0％増

となっている。

テント・シュラフ・タ―プの輸入金額推移

キャンプ用品の需要動向

輸入金額３年連続上昇 
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キャンプ用品の需要動向：輸入金額３年連続上昇 （Ｐ７７） 

 

 キャンプ用品の輸入金額は、テント 49 億 1,000 万円（12 年 41 億 8,000 万円）で、前年比

17.5％増、シュラフ 24 億 8,000 万円（24 億 4,600 万円 1.4％増）、タープ 50 億円（12 年 41

億 8,000 万円 16.4％増）といずれも輸入金額が３年連続の上昇となっており、特にタープは

過去最高の金額を記録した。 

 しかしながら、この背景には材料費の高騰や円安などがあると見られ、テントでは重量が

9,289t と 0.5％減、シュラフは個数で 139 万 1,000 個と 12 年から 13.1％減となっている。

一方、タープは 5,792ｔと金額、数量ともに前年を上回っている。タープはキャンプの製品

として使われるほか、サンシェードとして、ピクニックや海水浴など、より身近なアウトド

アレジャーで活用が広がっており、タープの輸入増はアウトドアレジャーの拡がりによるも

のと考えられる。（Ｐ７８） 

こうしたアウトドアレジャーの拡がりから、キャンプ用品の市場規模（登山用品・ウェア・

シューズを除く）499 億円（12 年 471 億円）も３年連続で上昇傾向に推移し、前年比 6.0％

増となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（財務省貿易統計） 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｐ86参照）

キャンピングカーのタイプでは、室内空間の広い「キャブコンバージョン」（キャブコン）と、

日常の足としても使えるワンボックスカーを改造した「バンコンバージョン」（バンコン）が中

心的なタイプだが、13 年は両タイプとも販売は好調だった。一方で、価格が 1,000 万円を超え

るマイクロバスに架装したバスコンバージョンや、高級輸入車などの販売が好調だったことが

特徴としてあげられる。（Ｐ86）

これまでキャンピングカー購入者の必須オプションとなっていた、車体横などの日よけ「サ

イドオーニング」を希望しないユーザーの増えていることが 13 年の特徴として挙げられる。キャ

ンプ場では日陰やリビングスペースを作るサイドオーニングであるが、道の駅やサービスエリ

アなど駐車場で宿泊する「車中泊」にしかキャンピングカーを使わないユーザーの増加がサイ

ドオーニングの減少の理由としてあげられる。

キャンピングカーの保有台数は 00 年をピークに減少しているが、こうして減少した台数がこ

れまでになかったキャンピングカーの中古車マーケットを作り上げ、近年ではキャンピングカー

の市場としては拡大している。また保有台数減少の割合も年々少なくなっている。
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キャンピングカーの実態：オプションよりシンプルに （Ｐ８６） 

 

キャンピングカーのタイプでは、室内空間の広い「キャブコンバージョン」（キャブコン）

と、日常の足としても使えるワンボックスカーを改造した「バンコンバージョン」（バンコン）

が中心的なタイプだが、13 年は両タイプとも販売は好調だった。一方で、価格が 1,000 万円

を超えるマイクロバスに架装したバスコンバージョンや、高級輸入車などの販売が好調だっ

たことが特長として挙げられる。（Ｐ８６） 

これまでキャンピングカー購入者の必須オプションとなっていた、車体横などの日よけ「サ

イドオーニング」を希望しないユーザーの増えていることが 13 年の特長として挙げられる。

キャンプ場では日陰やリビングスペースを作るサイドオーニングであるが、道の駅やサービ

スエリアなど駐車場で宿泊する「車中泊」にしかキャンピングカーを使わないユーザーの増

加がサイドオーニングの減少の理由としてあげられる。 

キャンピングカーの保有台数は 00 年をピークに減少しているが、こうして減少した台数が

これまでになかったキャンピングカーの中古車マーケットを作り上げ、近年ではキャンピン

グカーの市場としては拡大している。また保有台数減少の割合も年々少なくなっている。 

 
 
 

キャンピングカー保有台数の推移（前年対比）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

キャンピングカーの実態

オプションはよりシンプルに 
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キャンプ用品の需要動向：輸入金額３年連続上昇 （Ｐ７７） 

 

 キャンプ用品の輸入金額は、テント 49 億 1,000 万円（12 年 41 億 8,000 万円）で、前年比

17.5％増、シュラフ 24 億 8,000 万円（24 億 4,600 万円 1.4％増）、タープ 50 億円（12 年 41

億 8,000 万円 16.4％増）といずれも輸入金額が３年連続の上昇となっており、特にタープは

過去最高の金額を記録した。 

 しかしながら、この背景には材料費の高騰や円安などがあると見られ、テントでは重量が

9,289t と 0.5％減、シュラフは個数で 139 万 1,000 個と 12 年から 13.1％減となっている。

一方、タープは 5,792ｔと金額、数量ともに前年を上回っている。タープはキャンプの製品

として使われるほか、サンシェードとして、ピクニックや海水浴など、より身近なアウトド

アレジャーで活用が広がっており、タープの輸入増はアウトドアレジャーの拡がりによるも

のと考えられる。（Ｐ７８） 

こうしたアウトドアレジャーの拡がりから、キャンプ用品の市場規模（登山用品・ウェア・

シューズを除く）499 億円（12 年 471 億円）も３年連続で上昇傾向に推移し、前年比 6.0％

増となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（財務省貿易統計） 

 


